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尾張旭市商工会経営発達支援計画進行管理評価 

 

１ はじめに 

 ⑴ 経営発達支援計画とは 

   高齢社会、人口減少やグローバル化、情報化の進展など、社会情勢の変化のなかで、実質的に

日本の経済を支えてきた小規模事業者の活力低下が危惧されています。そうした状況の中で、平

成 26 年 6 月には小規模企業振興基本法の制定及び商工会及び商工会議所による小規模事業者の

支援に関する法律（以下「小規模支援法」という。）の改正が行われました。 

この法律の目的は、商工会が小規模事業者の経営の改善発達を支援することで、経営基盤を充

実させ、さらには経済の健全な発展に寄与することとしています。これを受け、全国の商工会は、

小規模事業者の技術の向上、新たな事業の分野の開拓その他の小規模事業者の経営の発達に特に

資するものについての経営発達支援計画を作成し、経済産業大臣の認定を受けることができると

しています（法第７条）。 

   その主な構成は、地域の経済動向調査、経営分析、事業計画策定、事業計画策定後の支援、需

要動向調査、販路開拓などとなっており、それぞれの項目に対し目標値を定め、それを達成する

ために経営指導員が中心となって組織一丸となって取り組もうとするものです。 

 

 ⑵ 尾張旭市商工会経営発達支援計画 

本商工会においても、小規模事業者の持続的発展、地域経済の活性化を目指し、当該計画の策

定を行い、平成 30年 3月に経済産業大臣の認定を受けることができました。 

計画の期間は平成 30 年度から令和 4 年度までの 5 年間の中期計画でありますが、策定にあた

っては、10年先の将来像を構想したうえで、計画満了時の 5年後の姿を実現しようとするもので

す。 

具体的には、10 年後の目指すまちの姿を“元気な小規模事業者が増え、まち全体に活力があ

る。”とイメージし、その過程である 5 年後の姿を“小規模事業者への支援により、事業者の減

少に歯止めがかかっている。”としています。  

    

 [今後 10年における将来の姿とそれに至る流れ] 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうしたまちの姿を実現するため、小規模事業者に対して伴走型のきめ細かな支援を行うとし  

て、地域の経済動向調査、経営分析、事業計画策定、事業計画策定後の支援、需要動向調査、販

路開拓について、尾張旭市商工会のこれまでの取組みを斟酌しながら、それぞれ成果目標を設定

しました。 
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⑶ 計画の進行管理 

本商工会の定めた経営発達支援計画では、「Ⅳ 経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援

能力向上の取組み」のなかで事業評価についてふれ、計画後については小規模事業者の支援のな

かで、Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）のサイクルを回して事業を推進する

こととしています。 

また、評価に際しては、商工会の職員による内部評価、大学や行政機関などのスタッフによる

外部評価、そしてその後の公表や事業の再構築について言及しています。 

 

 

ア 内部評価 

  四半期終了時に商工会職員が評価を行っています。ただし、第 4四半期については、便宜的

に 2月中旬に評価を行っています。 

  評価は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの 4段階評価を行っています。それぞれの評価内容は次のとおりで

す。 

Ａ：目標に対し 100％以上 

Ｂ：目標に対し 70～99％ 

Ｃ：目標に対し 30～69％ 

Ｄ：目標に対し 30％未満 

  また、こうした達成度や取組みの状況を踏まえ商工会職員が内部評価コメントを表中に記し

ています。 

イ 外部評価 

   令和 5 年 4 月 28 日に伊藤雅一名古屋産業大学教授、大津公男尾張旭市市民生活部長、早

瀬隆一（社）尾張旭市観光協会会長及び大橋一太尾張旭金融協会会長が出席して、外部評価

会議を開催しました。 

外部評価委員は疑問点等を商工会職員に確認し、取組の達成状況や内部評価のコメントを 

勘案しつつ、意見を述べました。 

ウ 公表等 

  本書は、評価の成果であるとともに公表用資料でもあります。尾張旭市商工会のＨＰにもそ

の内容が掲出されています。 

エ 事業の見直し 

  本計画の期間満了の令和４年度には、5年間を総括して、次期計画の一部を見直します。 

  

経営発達支援計画 

による伴走型支援

の数値目標化 

発達支援事業の

実施 

内部評価及び外部

評価の実施、公表 

次年度事業に反映 

PDCA 
サイクル 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%88%E7%94%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A9%95%E4%BE%A1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%94%B9%E5%96%84
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２ 項目別の達成状況 

 ⑴ 地域の経済動向調査に関すること【指針③】 

ア 目標  

    全国、県内、地域の景気動向を半期ごとに一体として小規模事業者に提供し、経営分析、経営

計画策定、その後の実施の際の支援の手段として活用する。 

  イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

地 区 内

小 規 模

事 業 者

動 向 調

査 

実施回数 
1 

(１) 
0 0 1 0 100% 

市内の小規模事業者 100社を対象

に、事業の景況状況についてアンケ

ートを実施。 

集まったアンケートは専門家に

より分析を行った。今回の分析結果

は会報誌（6 月号）と商工会のホー

ムページに掲載し情報提供を行う。 

調査対象 

事業所数 

100 

(100) 
100 0 0 0 100% 

広域経済動向各種調査 
2 

(2) 
0 0 2 0 100% 

国や愛知県、全国商工会連合会等

の支援機関各種調査や金融機関の

景況動向調査の分析を行った。 

経済動向情報公表回数 
2 

(2) 
0 0 2 0 100% 

上記の分析結果について商工会

のホームページにて掲載し情報提

供を行った。 

平均達成率 100% 評価 Ａ 

 

ウ 外部評価者コメント 

    商工会の HPがリニューアルされると聞いている。 

利用者が「見やすい」「アクセスがしやすい」等を意識して HPを作成し情報提供をしていただ 

   きたい。 

    

 エ 5年間の総括 

    「地域の経済動向調査に関すること」の項目は第 1期から第 5期とも目標数値を達成すること 

ができたが、実際にどのように調査内容を活用していくかが重要であるといった指摘をいただい 

たので、次回計画では調査結果を事務局内で共有を図り、経営指導員等の巡回・相談窓口相談時 

に、小規模事業者へ情報提供し事業計画策定時に活用していく。また、商工会会報誌及び商工会 

   HPにて継続して公表していく。 
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⑵ 経営状況の分析に関すること【指針①】 

  ア 目標 

   伴走型の小規模事業者の支援を行うには、その端緒として経営分析の必要性を啓発し、それが

現実の経営分析の件数につながるよう目標を設定、事業計画の策定を促していく。 

イ 内部評価 

 

ウ 外部評価者コメント 

   経営状況分析者数が目標値の 35件に対して 49件と大きく上回っており、また(3)の事業計画策 

定支援につながった件数も比例して伸びていることが分かった。 

新型コロナウイルス感染減少後や物価高騰の影響も含めて小規模事業者の経営状況分析を今後

も継続して実施していただきたい。 

 

 エ 5年間の総括 

   「経営状況の分析に関すること」の項目は第 1期から第 5期とも目標数値を達成することができ 

た。3年度実績では新型コロナウイルスに対しての補助金（持続化補助金コロナ特別対応型）に 

ついての相談が非常に多く、数値を大幅に達成するなど社会情勢の影響が反映されていた。 

今後の課題としては、小規模事業者が抱える課題の掘り起こしと解決へ導く、より高度な支援 

   が必要な場合には市場分析や業界動向の知識が高い専門家を活用し、積極的に支援することが重 

   要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

経営状況分析者数 
35 

(49) 
14 9 13 13 140% 

 職員の巡回訪問及び窓口相談に

おいて資金繰りや販路拡大に関す

る相談を受けた際、小規模事業者の

経営課題等を聴取し、経営課題抽出

の為の財務分析、商圏分析、SWOT 分

析等の経営分析を行うとともに経

営計画策定の重要性を説明し計画

の策定を促した。 

 今後は、アフターコロナに向けて

の新たな販路拡大支援や資金繰り

の改善など専門家派遣も大いに活

用しながら、経営分析の相談を実施

する。 

 

 

 評価 A 
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⑶ 事業計画策定支援に関すること【指針②】 

ア 目標 

小規模事業者が持続発展的に経営を行うためには、事業計画の策定が必要であることを啓発し、

それが現実の経営につながるよう支援を行う。 

   

イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

事業計画策定セミナ

ー、相談会開催回数 

5 

(28) 
8 7 5 8 560% 

事業計画策定のために、個別相談

会を年間16回開催。専門家よる定例

経営相談会を、毎月1回年間12回実

施した。専門家と自社のSWOT分析等

を通じて事業計画書の策定方法を取

得した。（セミナー参加者数は延べ

人数である。）また策定した事業計

画を活用しての35件の小規模事業者

持続化補助金申請と2件の事業再構

築補助金申請へつないだ。 

 

 

事業計画策定セミナ

ー参加者数 

20 

(41) 
14 10 8 9 205% 

 

 

事業計画策定件数

① 

20 

(37) 
9 8 12 8 185% 

事業承継計画策定件数

② 

3 

(0) 
0 0 0 0 0% 

事業承継への相談や代表者変更

等の事業承継を行っている事業所

はあるが、事業承継計画策定まで

結びつく事がなかった。 

 今後は事業を継続・発展させて

いくために、事業承継計画策定の

必要性など幅広くPRを行い、事業

承継支援センター等も活用しなが

ら取組みたい。 

 

創業セミナー開催回 

数 

5 

(5) 
0 5 0 0 100% 

尾張旭市が認定を受けている創業

支援事業計画に基づき、創業者・第

二創業者の創出を目的として、尾張

旭市・金融機関と連携して創業セミ

ナーを開催した。令和４年度受講者

の内１名が新たに開業し１名が開業

に向けて準備を行っている。また、

作成した創業計画を基に小規模事業

者持続化補助金の申請につなげた。 

令和５年度は、過去に創業セミナ

ーを受講された方のフォローアップ

セミナーの開催を予定している。 

 

 

 

創業セミナー参加者

数 

7 

(24) 
0 24 0 0 343% 

 

 

創業計画策定件

数③ 

7 

(23) 
1 21 1 0 328% 

計画策定総数 

(①+②+③) 

30 

(60) 
10 29 13 8 200% 評価 Ａ 
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ウ 外部評価者コメント 

    昨年度と比較して事業計画策定セミナー、相談会開催回数は増えているが参加者数は減少して

いる。要因は、参加者への情報伝達不足であるとの回答だった。今後、周知方法について改善し

ていただく必要がある。 

    事業承継に関しては全国的な課題であるのに対して数値が 0 というのは残念な結果であった。 

   条件が合えば国の補助金も活用できると思うので、積極的に推進していただきたい。 

    創業セミナーは、内部評価コメントにも記載のあるように創業セミナーにて作成された創業計

画を基に小規模事業者持続化補助金の申請に繋がったのは非常に良いと感じた。新型コロナウイ

ルスによる感染が拡大していた状況下でも、創業を意欲的に希望される方が多くみえるとの事だ

ったので、引き続き、尾張旭市・金融機関と連携して開催していただきたい。 

   

エ 5年間の総括 

  「事業計画策定支援に関すること」の項目は第 1期から第 5期とも目標数値を達成することがで 

 きたが、事業承継計画策定件数の数値については他の項目と比較しても数値が低いため、事業承継 

 支援センター等を活用しながら円滑な事業承継を目指していく。 

今後の課題の一つとしては、小規模事業者は補助金申請等で必要に迫られて、1年～3年程度の 

  中短期的な事業計画は策定されるものの、中長期的な事業計画策定の意義や重要性についての理解 

  不足が見受けられるため、計画内容のブラッシュアップに踏み込めるように個別支援に重点を置い 

  ていく。 
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 ⑷ 事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 

  ア 目標 

   小規模事業者が策定した事業計画に基づき事業が実施できるよう、対象者に寄り添って、四

半期ごとのフォローアップを行う。 

イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

現経営者（事業承継除

く。）への計画策定後

のフォローアップ件

数① 

80 

(96) 
14 9 45 28 120% 

小規模事業者持続化補助金申請時

に策定支援した事業計画の進捗状況

確認や事業が完了時の報告書作成に

あたってのフォローアップを実施し

た。 

今後も新たな施策等への取り組み

を積極的に提案し併せて事業計画策

定を支援していく。 

事業承継による計画

策定後のフォローア

ップ件数② 

12 

(0) 
0 0 0 0 0% 

令和４年度は事業承継計画を策定

した事業所が無かったこと、また前

年以前も少なかったこともあり、フ

ォローアップも伸びなかった。 

今後は、事業承継問題を抱える事

業所を掘り起こしつつ、併せて課題

の掘り起こしも行う。 

創業計画策定後のフ

ォロー 

アップ件数③ 

28 

(7) 
0 3 1 3 25% 

 創業セミナー受講者に対し、実際

の創業に向けて活用できる開業資金

や補助金等について提案することが

できた。 

 今後は、創業セミナー実施時に商

工会の活用方法を説明し、開業後す

ぐに商工会を活用いただけるようア

ナウンスすることで、融資制度や販

路開拓について提案していく。 

令和５年度は、過去に創業セミナ

ーを受講された方のフォローアップ

セミナーを活用していく。 

フォローアップ総件

数 

(①+②+③) 

120 

(103) 
14 12 46 31 86% 評価 Ｂ 

 

ウ 外部評価者コメント 

  事業計画策定件数に伴ってフォローアップの数値も増えていくとは思うが、計画して終わりでは 

なくフォローアップする事によって、計画の大切さを再認識できるので、この項目の重要性は高く、  

重点的に取り組んでいただきたい。 

 創業計画策定後のフォローアップが目標値に対して少ない原因としては、すぐに行動に移される 

 方とそうでない方との差が大きくある事と、事業規模によって商工会への相談に偏りがあるとの事 

であった。また、創業者の業種割合では約 6割が商業である。 

 

 

 



9 

 

 エ 5年間の総括 

  「事業計画策定後の実施支援に関すること」の項目は、総件数では第 1期から第 5期とも目標を達

成することができたが、項目別で見ると現経営者（事業承継除く。）への計画策定後のフォローアップ

件数が多い反面、事業承継計画策定後のフォローアップ及び創業計画策定後のフォローアップは目標

達成できなかった。 

事業承継及び創業計画のフォローアップは、それぞれの事業計画策定件数に比例していくと思われ

るため、行政や金融機関を始めとする関係機関との連携支援をおこないフォローアップ対象者をピッ

クアップしていく。 

今後の課題は、定期的に来店客数や売上及び利益率等の変化について把握し適切な支援を実施でき

るよう体制を改善することである。 
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⑸ 需要動向調査に関すること【指針③】 

 ア 目標 

    経営には需要動向調査が必須であることを広く啓発するとともに、個社商品等の調査を実施、

その結果を分析し、商品等のニーズや特徴を把握して、商品、サービスの改善、改良を行う上で

の資料として役立てる。 

イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

一般消費者需要動

向調査実施個社支

援数① 

5 

(21) 
4 5 6 6 420% 

小規模事業者持続化補助金申請時等の

事業計画作成を支援する際に、新たに開

発する商品や取り扱うサービスについ

て、市場調査を実施することで、消費者

ニーズを的確に把握することで、事業計

画に具体的に盛り込むなど個別の需要動

向調査を実施した。 

今後も、新商品・新サービスの事業計

画をされる事業者に対し需要動向調査を

すすめる。 

業界関係者需要動

向調査実施個社支

援数② 

2 

(0) 
0 0 0 0 0% 

 事業者が展示会や商談会へ出展した際

に商談相手に対し自社製品のニーズ調査

を実施するものであるが、商工会を通じ

て展示会等に参加する事業者が無く業界

関係者需要動向調査ができなかった。 

 今後は、他商工会が開催する展示会等

の情報も含めて周知し参加を促し調査に

つなげる。 

個社支援総数 

(①+②) 

7 

(21) 
4 5 6 6 300% 評価 Ａ 

ウ 外部評価者コメント 

  一般消費者需要動向調査実施個社支援数はこれまで実績が無かったが、商圏分析ソフトを活用し 

て事業者へ支援されたとの事で高く評価できる。 

 業界関係者需要動向調査実施個社支援数に関しては実態を把握できなかった理由を明記してい 

ただきたい。 

 

 エ 5年間の総括 

「需要動向調査に関すること」の項目は第 1期から第 5期とも目標数値を達成することができな 

かった。要因としては新商品や新サービスの開発時に新商品・新サービスの消費者ニーズ調査を行 

うことができなかったこと及び商談会や展示会に商工会を通じて参加する事業所が少なかったこ 

とによる。 

今後は、国や市の補助金を活用して新商品・新サービスの開発を促した際に事業所にとって消費 

者ニーズ調査がとても重要であることを説明していきたい。 

 また、BtoB事業者には商談会・展示会へ出展いただけるよう情報提供を強化する。 
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⑹ 新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 

ア 目標  

新たな商品やユニークな取組みを行う小規模事業者の情報をマスコミに発信することで、地域

における事業者の認知度を高め、販路拡大に結びつける。また、行政と連携して公有地やマイナ

ンバー制度を活用した販売拡大支援やイベントへの出展、愛知県商工会連合会や他の支援機関等

が開催する広域向けの展示会、商談会等への出展を促す。さらには、ホームページ等の IT活用支

援を行うことで更なる売上向上を支援する。 

イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

率 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

マスコミ等へのプレスリ

リース支援事業者数 

19 

(2) 
1 0 0 1 10% 

 販路拡大を目指す小規模事業者

を対象にマスコミ等へのプレスリ

リースを支援するものであるが、

活用を促してきたが、プレスリリ

ースの実施は 2 件に留まった。 

このうちの 2 件とも新聞記事に

掲載され販路拡大に資することが

できた。 

今後は新商品・新サービスの導

入時などに活用促進していく。 

行政連携の販路拡大支援

事業者数 

5 

(67) 
0 0 61 6 

1340

％  

10 月開催の尾張旭市市民祭に

て、食の広場、買物広場及びキッチ

ンカー出店が 29 事業所あり、ま

た、同市民祭における商業部会主

催の「店舗ポスター総選挙及び軽

トラ市」へ 32 事業所が参加し、店

舗ＰＲ及び販路拡大を図った。さ

らには 3 月開催の「地域の魅力商

品催事販売イベント」へ 6 事業所

が出店し販路拡大を行った。 

 
売り上げ増加事

業者数① 

5 

(44) 
0 0 38 6 880% 

展示会、商談会等の活用

支援事業所数   

2 

(4) 
0 0 3 1 200% 

新商品の宣伝及び販売を目的と

し 2 つの下記地域イベントに出店

した。 

・11/18～20 ジブリパーク開園記

念「あいち市町村フェア」に 3 事

業所出店 

・3/5 商工会あいち物産スペシャ

リティ in 航空祭に 1 事業所出店 

今後は、尾張旭市小規模補助金の

活用を提案しつつ、他の商工会の

主催する事業も含めイベント情報

をホームページや SNS を活用して

周知し参加を促す。 

 
売り上げ増加事

業者数② 

2 

(4) 
0 0 3 1 200% 

IT を活用した販路開拓

支援件数 

12 

(14) 
1 4 3 6 116% 

 持続化補助金を活用し作成支援

したホームページが 4 件、全国商

工会連合会提供のグーペホームペ

ージの作成支援を 10 件行い、一定

の販路開拓効果があった。今後も、

持続化補助金や尾張旭市小規模補

助金等の活用を促しながら、販路

拡大支援につとめる。 

 
売り上げ増加事

業者数③ 

6 

(6) 
1 2 2 1 100% 

売り上げ増加事業者総数

(①+②+③) 

13 

(54) 
1 2 43 8 415% 評価 Ａ 
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ウ 外部評価者コメント 

   行政連携の販路拡大支援事業者数が 67件に対して、売り上げ増加事業者数が 44件という結 

果に対して、効率的に支援ができている。 

   展示会・商談会等の活用支援事業所数について、近隣にジブリパークが開園されたが、商工 

会からの出店者数が少ないと感じたので、周知方法や情報発信方法を見直すのも１つの手段で 

ある。 

また、出店をされる際には尾張旭市小規模企業等補助金を積極的に活用していただきたい。 

   

エ 5年間の総括 

   「新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること」の項目は第 1期から第 5期とも目標を達 

成することができた。特に行政連携の販路拡大支援事業者数は当初の目標を大きく上回ること 

ができる結果となった。 

  課題の一つは ITを活用した販路開拓支援であり、小規模事業者の多くは DX推進、IT活用な 

どの取組が進まず、効果的な販路開拓ができていないため、今後は営業・販路開拓等を目的と 

して IT個別相談会を開催し支援していく必要がある。 
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⑺ 地域経済の活性化に資する取組み 

 ア 目標 

  森林公園の整備や運用については、愛知県や施設の指定管理者と関係を築き、森林公園のさら

なる活性化に向けて意見交換の場を構築する。また、地域振興に係ることがらについては、行政

との関わりが多いため、市を始め関係の団体と四半期ごとに定例の意見交換会を実施する。なお、

ともに想定する参画団体としては、３⑴のテーマごとに掲げた団体とする。 

また、まちづくりを動機として新たなまちづくり特産品を開発、認定及びその後のフォローア

ップを行う場として、関係者による会議を開催する。 

イ 内部評価 

項 目 

4年度 

目標値 

(実績) 

4年度実績内訳 
達成

状況 
内部評価コメント 

第1 第2 第3 第4 

まちづくりテーマごと

の意見交換会の実施 

 4 

(5) 
1 1 2 1 125% 

今年度は尾張旭市お祝い事業認
定委員会へ1回、尾張旭市循環型社
会推進会議へ3回、尾張旭市地域づ
くり懇談会へ1回参加した。 
今後とも、行政のまちづくりに

関連する会議等へ積極的に参加し
ていく。 

まちづくり特産品 

検討会議の開催 

2 

(8) 
0 3 3 2 400% 

今年度は尾張旭市の地域の魅力

商品アイデア募集企画運営会議に7

回参加、尾張旭市商工会特産品事

業推進委員会を1回開催した。 

 市の魅力を伝えることができる

新たなお土産等の創出に向けて開

催された地域の魅力商品アイデア

募集企画運営会議では全部で9つの

お土産等が創出された。 

尾張旭市商工会特産品事業推進

委員会では昨年度に比べ新たに5品

を認定し、同特産品は合計37商品

となった。 

平均達成率 216% 評価 Ａ 

 

ウ 外部評価者コメント 

   尾張旭市では今年度から産業課がふるさと納税を担当する事になり、販路拡大の一環として 

今回創出された特産品を積極的に登録していただきたい。 

 

 

  エ 5年間の総括 

     「地域経済の活性化に資する取組み」の項目は第 2期、第 3期を除いては目標数値を達成す 

    ることができた。 

 まちづくりテーマごとの意見交換会の実施については当初目標に沿って、積極的に会議に参 

加した結果、行政との連携力が強まり、地域活性化に繋げることができた。 

 今後の課題としては「特産品」「地域の魅力商品」の商品が多く創出されたため、種類の区別 

がしづらい状況にある。検討会議等を開催して商品の方向性を決めることが必要である。 
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【経営発達支援計画外部評価委員会】 

日 時 令和５年４月２８日 午前１０時００分 

場 所 尾張旭市商工会館 ２階 第１会議室 

出席者 外部評価委員５名中４名出席 

内 容 経営発達支援計画の事業報告及び事業評価について 


